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お問い合わせはこちら



第 65回　日本歯科医療管理学会総会・学術大会のご案内（第 2報）

メインテーマ：歯科医療管理学を北海道で究めるそして極める

大　会　長：越 智 守 生
（北海道医療大学歯学部口腔機能修復・再建学系クラウンブリッジ・インプラント補綴学分野教授）

副 大 会 長：挽 地 俊 哉
（グランド歯科医院院長）

実行委員長：廣瀬由紀人
（北海道医療大学歯学部口腔機能修復・再建学系クラウンブリッジ・インプラント補綴学分野准教授）

準備委員長：仲 西 康 裕
（北海道医療大学歯学部口腔機能修復・再建学系クラウンブリッジ・インプラント補綴学分野講師）

1．会　期
2024年 7月 12日（金）　　　各種委員会，理事会，社員総会，役員懇親会
　　　 7月 13日（土）　　　 一般口演，ポスター展示，特別講演，シンポジウム，企業展示， 

会員懇親会
　　　 7月 14日（日）　　　 一般口演，ポスター展示，特別講演，企業展示，認定医研修会， 

認定医・指導医試験

2．会　場
共済ホール　https://kyosaihall.jp
〒 060‒0004　札幌市中央区北 4条西 1丁目 1　共済ビル 6F

3．内　容（予定）
特別講演 1： 「オンライン資格確認等システムから医療 DXへ 

～デジタルで変わる今後の歯科医療～」
座長：藤井一維先生（日本歯科大学）
講師：山下　護先生（厚生労働省）

特別講演 2： 「歯科医療管理学会に期待すること―過去，現在，未来の視点から―」
座長：尾﨑哲則先生（日本大学/学会理事長）
講師：永山正人先生（日本医業経営コンサルタント協会/前理事長）

特別講演 3：「地域課題への挑戦～北海道の歯科保健医療を支える連携づくり～」
座長：岡村敏弘先生（北海道医療大学）
講師：本田和枝先生（北海道保健福祉部健康安全局）

特別講演 4：「認知症高齢者の歯科口腔管理の課題」
座長：川上智史先生（北海道医療大学）
講師：枝広あや子先生（東京都健康長寿医療センター研究所）

特別講演 5：「歯科医療管理を究めるための DX戦略（仮）」
座長：廣瀬由紀人先生（北海道医療大学）
講師：井田有亮先生（東京大学）

シンポジウム：『口腔の健康とウエルビーイングを促進する教育と実践』
座長：越智守生先生（北海道医療大学/第 65回大会長）

山口摂崇先生（札幌市保健所）



シンポジスト：村松真澄先生（札幌市立大学）
竹川政範先生（旭川医科大学）
三谷篤史先生（札幌市立大学）

4．演題申し込み
・第 65回日本歯科医療管理学会総会・学術大会ウェブサイトからお申し込みください．
・ 発表形式は口頭，ポスターの 2形式で，口頭発表の発表時間は 7分，質疑応答 3分です．ポス
ター討論は 13日（土）15時 40分からを予定しております．発表方法の詳細は，第 65回日本
歯科医療管理学会総会・学術大会ウェブサイトにてご確認ください．

・ 演題申し込みの締切は 2024年 4月 30日（火）17：00です．演題申し込みと同時に抄録も提出
していただきます．

・ なお，発表者ならびに共同発表者は，全員本学会会員でなければなりません．お申し込み前に
ご確認いただきますようお願いします．

5．大会ウェブサイト　https://lynx‒dent.jp/jsdpa65/

6．参加申し込み
演題同様に第 65回日本歯科医療管理学会総会・学術大会ウェブサイトからお申し込みいただき
ます．参加費・懇親会費は以下の予定です．事前登録の締め切りは 2024年 6月 7日（金）17：00
です．締切以降のお申し込みは当日登録扱いとなりますので，学会当日に会場でお手続きくださ
い．

※「コ・デンタル」および「研修医・大学院生」の費用は会員・非会員共通です．
※ 懇親会は，定員数 160名を予定していますので，懇親会の参加はできるかぎり事前登録をお願
いします．

　懇親会についても学術大会ウェブサイトからお申し込みいただけます．

7．会員懇親会
会場：ニューオータニイン札幌（札幌市中央区北 2条西 1丁目 1‒1）
日時：2024年 7月 13日（土）

8．宿　泊
大会事務局からの宿泊施設の紹介等は行いません．参加者ご自身で手配いただくようお願いしま
す．

参加者区分
参加費 懇親会費

事前登録 当日登録 事前登録 当日登録

会　　　員 10,000円 12,000円 12,000円 14,000円

非　会　員 12,000円 14,000円 12,000円 14,000円

コ・デンタル  4,000円  5,000円 12,000円 14,000円

研修医・大学院生  4,000円  5,000円 12,000円 14,000円



9．会場アクセス
・JR札幌駅南口より　徒歩約 8分
・ 地下鉄東豊線さっぽろ駅直結 21番出
口

〔札幌駅へのアクセス〕
航空機ご利用の場合
　・JR新千歳空港駅→札幌駅
　　（快速エアポート 約 40分）

〔運営事務局〕
（一財）口腔保健協会 コンベンション事業部内
第 65回日本歯科医療管理学会総会・学術大会　運営事務局
〒 170‒0003　東京都豊島区駒込 1‒43‒9 駒込 TSビル 402
TEL：03‒3947‒8761　FAX：03‒3947‒8341
E‒mail：jsdpa65＠kokuhoken.jp

〔大会事務局〕
北海道医療大学歯学部口腔機能修復・再建学系
クラウンブリッジ・インプラント補綴学分野内　準備委員長　仲西康裕
〒 061‒0293　北海道石狩郡当別町金沢 1851
TEL：0133‒23‒2874，FAX：0133‒23‒1059
E‒mail：jspda65@ml.hoku-iryo-u.ac.jp





2024 年度認定医研修会のご案内
 一 般 社 団 法 人
 日本歯科医療管理学会
 認 定 医 制 度 委 員 会

　2024 年度認定医研修会を以下の要領で開催します．希望者は事前にお申し込みください．
　本研修会は，日本歯科医療管理学会認定医制度施行規則第 5 条 2），第 11 条 2）および日本歯科医療管理学会認
定士制度施行規則第 5 条（2）の本学会が主催する認定医研修会に該当いたします．また，日本歯科医療管理学会
指導医制度施行規則第 6 条（2）の認定医研修会に該当し，指導医申請時および指導医更新時までに 2 回以上の参
加が必要です．

記

日　　時：2024 年 7 月 14 日（日）14：10～15：10　※予定
会　　場：共済ホール
　　　　　〒 060‒0004　札幌市中央区北 4 条西 1 丁目 1　共済ビル 6F
参　加　費：会　員　　3,000 円
　　　　　非会員　　5,000 円
参加人員：100 名程度

講演テーマと講師：未定　＊決まり次第，学会ウェブサイトに掲載します．

お申込み方法：
　第 65 回総会・学術大会ウェブサイト（https://lynx‒dent.jp/jsdpa65/）の参加登録フォームよりお申し込みく
ださい．

参加費お支払い方法：
　参加登録フォーム送信後，自動返信メールに従い参加費を銀行振込またはカード決済にてお支払いください．
　※期日までにご入金のない場合は参加登録完了となりませんのご注意ください．
　※入金後のキャンセルがありましても，参加費の返金は受け付けておりませんのでご了承ください．

その他：
　受講証は，認定医，指導医および認定士申請，更新時に必要ですので各自で保管ください．

申し込み先：〒 170‒0003 東京都豊島区駒込 1‒43‒9 駒込 TS ビル 4 階（一財）口腔保健協会内
　　　　　　一般社団法人日本歯科医療管理学会事務局

申込締切日：2024 年 6 月 7 日（金）17：00 まで
 以上





2024年度日本歯科医療管理学会認定医および指導医申請のお知らせ
 一 般 社 団 法 人
 日本歯科医療管理学会
 認定医制度委員会
 認定医資格認定審査会

　2024年度認定医および指導医申請を下記の要領で受け付けます．詳細につきましては本学会ウェブサイトに掲
載の制度規則，施行規則をご参照ください． 

Ⅰ．認定医申請資格の要件（認定医制度規則第 6条，認定医制度施行規則第 5条参照）
　 1．日本国の歯科医師免許を有すること
　 2．歯科医師免許登録後，5年以上継続して本学会会員であること
　 3．本学会が指定する過去 5年間の関連学会での実績を 100単位以上取得していること
　＊ 認定医制度規則第 6条の条件を満たしている場合には，認定医制度規則第 8条に基づき筆記試験が行われま

す．
　＊試験の内容については，学会ウェブサイトへ掲載いたします．

Ⅱ．指導医申請資格の要件（指導医制度規則第 6条，指導医制度施行規則第 6条参照）
　 1．日本国の歯科医師免許を有すること
　 2．指導医の申請時において，学会会員であり，かつ，通算して 10年以上の会員歴を有すること
　 3．指導医の申請時において，学会認定医であり，かつ，通算して 5年以上の認定医歴を有すること
　 4． 指導医制度施行規則第 6条（1）～（6）の合計単位数が認定医の研修単位基準で 240単位以上を有すること
　＊ 指導医制度規則第 6条の条件を満たしている場合には，指導医委員会による面接が行われます．

Ⅲ．申請書類の入手方法
　本学会ウェブサイト，会員専用ページ（https://www.jsdpa.gr.jp/member/）の「認定医制度」または「指導
医制度」のページよりダウンロードしてください．
　＊ ウェブサイトからのダウンロードは機種により正常に行えない場合がございます．その折はお手数ですが，

返信用封筒（返信先の住所・氏名を明記，120円切手を貼付，A4判）を同封のうえ，本学会事務局へ文書に
てお申し込みください．

Ⅳ．2024年度認定医・指導医申請受付期間：2024年 3月 1日～2024年 4月 30日（当日消印有効）

Ⅴ．認定医試験・指導医面接：第 65回総会・学術大会中に実施予定

Ⅵ．申請料（10,000円）の送金先
　 1．郵便局からお振り込みの場合
　　　口座番号：振替口座　00140‒1‒263588　　加入者名：日本歯科医療管理学会 
　＊払込用紙はゆうちょ銀行（郵便局）備え付けの用紙をご利用ください．
　 2．郵便局以外の金融機関からお振り込みの場合 
　　　金融機関：ゆうちょ銀行　金融機関コード： 9 9 0 0　店番： 0 1 9　預金種目：当座預金
　　　店名：〇一九店（ゼロイチキュウ店）口座番号： 0 2 6 3 5 8 8　加入者名：日本歯科医療管理学会
　＊ 払込手数料はご申請者にてご負担願います．また，通信欄に「認定医申請料」または「指導医申請料」の別

を明記してください．審査にかかわる申請料は 10,000円です．
　＊一度納入された申請料は原則として返金をいたしません．



　＊必ず，払込金受領証のコピーを申請用紙に添付してください．

Ⅶ．書類の提出先：〒 170‒0003　東京都豊島区駒込 1‒43‒9　駒込 TSビル（一財）口腔保健協会内
　　　　　　　　　一般社団法人日本歯科医療管理学会認定医制度委員会
　＊送付には，書留，レターパック，宅配便等の送達の確認ができる方法をお勧めいたします．



2024 年度日本歯科医療管理学会認定士申請のお知らせ
 一 般 社 団 法 人
 日本歯科医療管理学会
 認 定 士 委 員 会
 認定医資格認定審査会

　2024年度認定士申請を下記の要領で受け付けます．詳細につきましては本学会ウェブサイトに掲載の認定士制
度規則，施行規則をご参照ください． 

Ⅰ．認定士申請資格の要件（認定士制度規則第 7 条，認定士制度施行規則第 5 条参照）
　 1 ．歯科医療連携に関する国家資格免許を有すること
　 2 ．認定士の申請時において，3 年以上継続して本学会会員であること
　 3 ．認定士制度施行規則第 5 条に定める研修実績を 45 単位以上取得していること
　　認定士制度施行規則 第 5 条
　　 　認定士申請者は，次の各号に定める項目について所定の研修を修めなければならない．単位の算定は申請

時より起算して過去 3 年間のものとする．取得単位は 45 単位以上取得しなければならない．また，取得単位
（1）は必須とし，（2）（3）の単位を併せて所定の単位を取得しなければならない．ただし，歯科衛生士およ
び歯科技工士に関しては取得単位を 40 単位以上とする．

　　　（1）学会参加：本学会または地域関連団体が主催する総会・学術大会に参加しなければならない．
　　　（2）認定医研修会参加：本学会または地域関連団体が主催する認定医研修会に参加しなければならない．
　　　（3） 学会発表：本学会または地域関連団体が主催する学会，関連学会，教育期間，歯科医師会，同窓会等

のいずれかで筆頭者もしくは共同発表者として発表，あるいは講師，座長，シンポジスト等のいずれ
かをしなければならない．また，本学会誌への論文投稿の筆頭著者もしくは共同著者でも可とする．

Ⅱ．申請書類の入手方法
　本学会ウェブサイト，会員専用ページ（https://www.jsdpa.gr.jp/member/）の「認定士制度」のページより
ダウンロードしてください．
　＊ ウェブサイトからのダウンロードは機種により正常に行えない場合がございます．その折はお手数ですが，

返信用封筒（返信先の住所・氏名を明記，120 円切手を貼付，A4 判）を同封のうえ，本学会事務局へ文書に
てお申し込みください．

Ⅲ．2024 年認定士申請受付期間：2024年 3月 1日～2024年 4月 30日（当日消印有効）

Ⅳ．認定士試験：第 65 回総会・学術大会中に実施予定

Ⅴ．審査料（5,000 円）の送金先
　 1 ．郵便局からお振り込みの場合
　　　口座番号：振替口座　00140‒1‒263588　　加入者名：日本歯科医療管理学会 
　＊払込用紙はゆうちょ銀行（郵便局）備え付けの用紙をご利用ください．
　 2 ．郵便局以外の金融機関からお振り込みの場合 
　　　金融機関：ゆうちょ銀行 　金融機関コード： 9 9 0 0 　店番： 0 1 9 　預金種目：当座預金
　　　店名：〇一九店（ゼロイチキュウ店） 口座番号： 0 2 6 3 5 8 8 　　加入者名：日本歯科医療管理学会 
　＊ 払込手数料はご申請者にてご負担願います．また，通信欄に「認定士申請料」の別を明記してください．審

査料は 5,000 円です．
　＊一度納入された申請料は原則として返金をいたしません．



　＊必ず，払込金受領証のコピーを申請用紙に添付してください．

Ⅵ．書類の提出先
　〒 170‒0003　東京都豊島区駒込 1‒43‒9　駒込 TSビル（一財）口腔保健協会内
　一般社団法人日本歯科医療管理学会認定士委員会
　＊送付には，書留，レターパック，宅配便等の送達の確認ができる方法をお勧めいたします．



2024年度日本歯科医療管理学会認定医更新のお知らせ
 一 般 社 団 法 人
 日本歯科医療管理学会
 認定医制度委員会
 認定医資格認定審査会

　2024年度認定医更新を下記の要領で受け付けます．詳細につきましては本学会ウェブサイトに掲載の認定医制
度規則，認定医制度施行規則をご参照ください．
　なお，本年度認定医更新は登録期限が 2024年 1月 1日～2024年 12月 31日までの先生が対象となりますので
お手続きをお願いします．

Ⅰ．認定医資格更新の要件（認定医制度施行規則第 8条，第 11条参照）
　認定医登録された日から 5年間に認定医制度施行規則別表 1に定められた以下の単位を 100単位以上取得しな
ければならない．また，1）は必須とし，2）3）4）の単位を合わせて所定の単位を取得しなければならない．
　 1 ）学 会 参 加：本学会または地域関連団体が主催する総会・学術大会への参加
　 2 ）研修会参加：本学会または地域関連団体が主催する認定医研修会への参加
　 3 ）学 会 発 表： 本学会または地域関連団体が主催する学会，関連学会，教育機関等での発表や本学会誌への

論文投稿など
　 4 ）歯科医療管理学及び関連学会関係の著作，臨床研修医指導・学生教育，研修機関での研修，学会運営

Ⅱ．申請書類
　 1．日本歯科医療管理学会認定医更新申請書（様式 1‒2）
　 2．履歴書（様式 2）
　 3．認定証（写し）
　 4．認定医取得から 5年間の研修実績報告書（様式 3）
　 5．払込受領証（写し）

Ⅲ．更新書類の入手方法
　本学会会員ページ（https://www.jsdpa.gr.jp/member/）の「認定医制度」のページよりダウンロードしてく
ださい．
　＊ ウェブサイトからのダウンロードは機種により正常に行えない場合がございます．その折はお手数ですが，

返信用封筒（返信先の住所・氏名を明記，120円切手を貼付，A4判）を同封のうえ，本学会事務局へ文書に
てお申し込みください．

Ⅳ．2024年度認定医更新受付期間（当日消印有効）
　　2024年 1月 1日～6月 30日までの期限：2024年 3月 1日～4月 30日
　　2024年 7月 1日～12月 31日までの期限：2024年 9月 1日～10月 31日

Ⅴ．更新料（10,000円）の送金先
　 1．郵便局からお振り込みの場合
　　　口座番号：振替口座　00140‒1‒263588　　加入者名：日本歯科医療管理学会
　＊払込用紙はゆうちょ銀行（郵便局）備え付けの用紙をご利用ください．
　 2．郵便局以外の金融機関からお振り込みの場合
　　　金融機関：ゆうちょ銀行　金融機関コード： 9 9 0 0　店番： 0 1 9　預金種目：当座預金
　　　店名：〇一九店（ゼロイチキュウ店）　口座番号： 0 2 6 3 5 8 8　加入者名：日本歯科医療管理学会



　＊ 払込手数料はご申請者にてご負担願います．また，通信欄に「認定医更新料」と明記してください．更新に
かかわる費用は 10,000円です．

　＊一度納入された更新料は原則として返金をいたしません．
　＊必ず，払込金受領証のコピーを申請用紙に添付してください．

Ⅵ．書類の提出先
　〒 170‒0003　東京都豊島区駒込 1‒43‒9　駒込 TSビル（一財）口腔保健協会内
　一般社団法人日本歯科医療管理学会認定医制度委員会
　＊送付には，書留，レターパック，宅配便等の送達の確認ができる方法をお勧めいたします．



2024年度日本歯科医療管理学会指導医更新のお知らせ
 一 般 社 団 法 人
 日本歯科医療管理学会
 認定医制度委員会
 認定医資格認定審査会

　2024年度指導医更新を下記の要領で受け付けます．詳細につきましては本学会ウェブサイトに掲載の指導医制
度規則，指導医制度施行規則をご参照ください．
　なお，本年度指導医更新は登録期限が 2024年 1月 1日～2024年 12月 31日までの先生が対象となりますので
お手続きをお願いします．

Ⅰ．指導医資格更新の要件（指導医制度規則第 6，12条，指導医制度施行規則第 6条参照）
　以下の 1．および 2．は必須とし，3．～ 6．の単位数と合わせて認定医の研修単位基準で 240単位以上を有する
者．
　 1．本学会または地域関連団体が主催する総会・学術大会への参加を 60単位以上．
　 2．認定医研修会への参加を 2回以上の 40単位以上．
　 3．本学会（地域関連団体総会・学術大会を含む）での発表．
　 4．本学会雑誌への発表，あるいは歯科医療管理学関連で他雑誌や著書の執筆．
　 5．本学会（地域関連団体総会・学術大会を含む）及び指定する関連学会での学会講師等．
　 6．歯科医療管理学に関連して，学生教育および臨床研修医指導．

Ⅱ．申請書類
　 1．日本歯科医療管理学会指導医更新申請書（様式 4‒2）
　 2．履歴書（様式 5）
　 3．日本歯科医療管理学会指導医資格証（写し）
　 4．日本歯科医療管理学会指導医申請　単位数明細（様式 6）
　　　※申請単位を証明する資料を添付してください．
　 5．指導医認定更新料（20,000円）の郵便払込票兼受領票のコピー

Ⅲ．更新書類の入手方法
　本学会会員ページ（https://www.jsdpa.gr.jp/member/）の「指導医制度」のページよりダウンロードしてく
ださい．
　＊ ウェブサイトよりのダウンロードは機種により正常に行えない場合がございます．その折はお手数ですが，

返信用封筒（返信先の住所・氏名を明記，120円切手を貼付，A4判）を同封のうえ，本学会事務局へ文書に
てお申し込みください．

Ⅳ．2024年度指導医更新受付期間（当日消印有効）
　　2024年 1月 1日～6月 30日までの期限：2024年 3月 1日～4月 30日
　　2024年 7月 1日～12月 31日までの期限：2024年 9月 1日～10月 31日

Ⅴ．更新料（20,000円）の送金先
　 1．郵便局からお振り込みの場合
　　　口座番号：振替口座　00140‒1‒263588　　加入者名：日本歯科医療管理学会
　＊払込用紙はゆうちょ銀行（郵便局）備え付けの用紙をご利用ください．



　 2．郵便局以外の金融機関からお振り込みの場合
　　　金融機関：ゆうちょ銀行　金融機関コード： 9 9 0 0　店番： 0 1 9　預金種目：当座預金
　　店名：〇一九店（ゼロイチキュウ店）　口座番号： 0 2 6 3 5 8 8　加入者名：日本歯科医療管理学会
　＊ 払込手数料はご申請者にてご負担願います．また，通信欄に「指導医更新料」と明記してください．更新に

かかわる費用は 20,000円です．
　＊一度納入された更新料は原則として返金をいたしません．
　＊必ず，払込金受領証のコピーを申請用紙に添付してください．

Ⅵ．書類の提出先
　〒 170‒0003　東京都豊島区駒込 1‒43‒9　駒込 TSビル（一財）口腔保健協会内
　一般社団法人日本歯科医療管理学会指導医委員会
　＊送付には，書留，レターパック，宅配便等の送達の確認ができる方法をお勧めいたします．



2024年度日本歯科医療管理学会認定士更新のお知らせ
 一 般 社 団 法 人
 日本歯科医療管理学会
 認 定 士 委 員 会

　2024年度認定士更新を下記の要領で受け付けます．詳細につきましては本学会ウェブサイトに掲載の認定士制
度規則，認定士制度施行規則をご参照ください．
　なお，本年度認定士更新は登録期限が 2024年 1月 1日～2024年 12月 31日までの方が対象となりますのでお
手続きをお願いします．

Ⅰ．認定士資格更新の要件（認定士制度規則第 7条，第 10条，認定士制度施行規則第 5条参照）
　認定士登録された日から 5年間に認定医制度施行規則別表 1に定められた以下の単位を 45単位以上取得しなけ
ればならない．また，1）は必須とし，2）3）の単位を合わせて所定の単位を取得しなければならない．ただし，
歯科衛生士および歯科技工士に関しては取得単位を 40単位以上とする．
　 1 ）学 会 参 加：本学会または地域関連団体が主催する総会・学術大会への参加
　 2 ）研修会参加：本学会または地域関連団体が主催する認定医研修会への参加
　 3 ）学 会 発 表： 本学会または地域関連団体が主催する学会，関連学会，教育機関等での発表や本学会誌への

論文投稿など

Ⅱ．申請書類
　 1．日本歯科医療管理学会認定士更新申請書（様式 1‒2）
　 2．履歴書（様式 2）
　 3．認定証（写し）
　 4．資格免許証（写し）
　 5．認定医取得から 5年間の研修実績報告書（様式 3）
　 6．払込受領証（写し）

Ⅲ．更新書類の入手方法
　本学会会員ページ（https://www.jsdpa.gr.jp/member/）の「認定士制度」のページよりダウンロードしてく
ださい．
　＊ ウェブサイトからのダウンロードは機種により正常に行えない場合がございます．その折はお手数ですが，

返信用封筒（返信先の住所・氏名を明記，120円切手を貼付，A4判）を同封のうえ，本学会事務局へ文書に
てお申し込みください．

Ⅳ．2024年度認定医更新受付期間（当日消印有効）
　　2024年 1月 1日～6月 30日までの期限：2024年 3月 1日～4月 30日
　　2024年 7月 1日～12月 31日までの期限：2024年 9月 1日～10月 31日

Ⅴ．更新料（5,000円）の送金先
　 1．郵便局からお振り込みの場合
　　　口座番号：振替口座　00140‒1‒263588　　加入者名：日本歯科医療管理学会
　＊払込用紙はゆうちょ銀行（郵便局）備え付けの用紙をご利用ください．
　 2．郵便局以外の金融機関からお振り込みの場合
　　　金融機関：ゆうちょ銀行　金融機関コード： 9 9 0 0　店番： 0 1 9　預金種目：当座預金
　　　店名：〇一九店（ゼロイチキュウ店）　口座番号： 0 2 6 3 5 8 8　　加入者名：日本歯科医療管理学会



　＊ 払込手数料はご申請者にてご負担願います．また，通信欄に「認定士更新料」と明記してください．更新に
かかわる費用は 5,000円です．

　＊一度納入された更新料は原則として返金をいたしません．
　＊必ず，払込金受領証のコピーを申請用紙に添付してください．

Ⅵ．書類の提出先
　〒 170‒0003　東京都豊島区駒込 1‒43‒9　駒込 TSビル（一財）口腔保健協会内
　一般社団法人日本歯科医療管理学会認定士制度委員会
　＊送付には，書留，レターパック，宅配便等の送達の確認ができる方法をお勧めいたします．
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1．歯科診療所の運営安定化等が本学会の目的
　2024年 1月上旬に本学会が目指す方向性を検討するためのワークショップが開催されました．本学
会のそもそもの目的は「歯科医療の内容を向上させて歯科診療所などの環境整備と運営の安定化を図
り国民の健康に寄与すること」（定款第一条）ではありますが，最近の学会活動の主体は医療安全や地
域連携です．歯科医療の実状からみて「歯科診療所等の適切な運営が確保されるよう歯科医療の発展
に寄与する診療報酬制度等の充実強化を図ること」が本学会の重要な目的となりえます．
　2年に 1度改定される歯科診療報酬では毎回新技術が導入されていますが，診療報酬改定の審議を
行っている中医協では，2006年の診療報酬改定以降，「診療報酬調査専門組織・医療技術評価分科会」
で医療技術の評価，再評価を行う仕組みが整備されています．最近の改定で導入された CAD/CAM
冠や磁性アタッチメント等の技術は保険医療材料の新規導入が影響していますが，歯科関係の各学会
から技術提案希望書が提出され，このうち保険適用の優先度が高い技術が診療報酬の新規技術として
導入されました．

2．2024年改定で本学会の提案技術が初めて正式採用
　診療報酬に対する技術提案は，本学会の場合，医療保険に関する委員会で検討を行い 2011年度から
診療報酬の再評価希望書を継続的に提出してきました．開業医が中心の社会系の学会で改定に対応で
きる医療技術提案を行うにあたっては，医療費影響が大きい提案が多くなりがちであり，そもそも医
学管理等の対応技術の場合，エビデンスを集積するための専門の研究者が少なく，ハードルが非常に
高いのが実状です．2022年改定まで本学会提案の技術が保険導入をされたことは制度上ありませんで
したが，2020年の改定で本学会が提案した技術のうち「糖尿病患者の機械的歯面清掃を月 1回とする
提案」が医療技術評価分科会で保険導入技術として位置づけがないなか，本学会の提案と同一内容に
て改定で導入され，事実上本学会の提案技術が歯科診療報酬改定で採用されました．
　4年が経ち，2024年 1月 15日開催の厚労省の医療技術評価分科会において 2024年の改定で初めて
本学会が提案した技術が，正式に保険適用の優先度が高い技術として位置づけられました．提案した
技術の内容は「歯周病安定期治療（SPT，2月 1回算定）に対する糖尿病患者の治療間隔短縮症例（毎
月算定）への位置づけ明確化」で，糖尿病患者について，SPTが定着しつつある歯科診療の現場で，
比較的影響度の強い改定内容としての寄与が期待されます．

3．本学会の継続的な活性化に向けての対応
　今後，国民の健康の向上を図るためニーズの変化に対応した歯科医療サービスが提供できるよう歯
科診療所等の運営が安定することが非常に重要です．わが国は国民皆保険制度が実現した国であり，
歯科医療についても給付範囲が非常に広く，UHC（ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ）がほぼ実現
している国です．このため茨の道でも歯科診療報酬制度の改革に本学会が今まで以上に調査研究等を
進めることが学会の本質的な活性化につながるのではないでしょうか．

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃巻　頭　言

今後の歯科診療報酬改定に対する本学会の貢献と 
学会活性化を考える

～令和 6年度医療技術評価での本学会からの提案技術の初採択を踏まえ～

日本歯科医療管理学会理事
医療保険・地域医療検討委員会副委員長（社会保険）

上 條 英 之
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緒　　言

　マイナンバーカードは，個人番号を証明し，本人確認
としての公的証明書でさまざまな行政サービスを受ける
ことができる ICカードとして，2016年 1月から交付が
開始された1）．2017年に患者・国民に対する保険医療の
質の向上のため，医療機関等の連携の推進，研究開発の

推進，医療の効率化の推進を軸に，医療情報分野の情報
化推進の方針を国は示した2）．医療等分野の ICT化推進
にあたり，ICTの効果を最大限に発揮するため，医療連
携や医学研究に利用可能な番号の導入に向けて，マイナ
ンバー制度の活用が提言され3），医療機関等の事務の効
率化に資するとして，マイナンバーカードに健康保険証
の機能をもたせることが盛り込まれた3）．オンライン資
格確認等システム4）の 2021年 3月末からの本格運用に向
けた準備が行われた5）が，医療機関や薬局，システムベ
ンダー等への周知が不十分であるという課題5）があり，
本格運用の開始時期が 2021年 10月に延期され6），2021
年 10月 20日から本格運用が開始された7）．そして，2023
年 4月からオンライン資格確認は医療機関において原則
として義務化された8）．
　患者がマイナンバーカードを医療機関および薬局に持
参した場合，顔認証付きカードリーダーで顔認証による
本人確認を行うか，顔認証付きカードリーダーに 4桁の
暗証番号を入力して本人確認を行う4）．顔認証機能は，

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃視　　点

歯科大学病院におけるマイナンバーカードを用いた 
オンライン資格確認の状況

守 下 昌 輝1, 2）　　村 岡 宏 祐1）　　中 村 太 志3）

福 田 　 晃4）　 　高 橋 　 理4）　　吉 居 慎 二5）

林 　 政 成6）　 　川 元 龍 夫7）　　粟 野 秀 慈1）

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

　概要：国は医療分野でのデジタルトランスフォーメーションの推進のために，医療機関等で提示するさまざま
な証書，手帳等について，マイナンバーカードに一元化することを目標に，マイナンバーカードの機能の一つに
健康保険証機能をもたせ，医療機関での健康保険資格の有効性の即時確認と本人確認が可能となるように，2021
年10月からオンライン資格確認等システムを運用している．マイナンバーカードと顔認証付きカードリーダーを
用いて，顔認証または暗証番号による本人確認，診療情報・薬剤情報・特定健診情報の医療機関での閲覧同意に
ついて患者が任意で選択できる仕組みが提供されている．
　大学病院において，マイナンバーカードと顔認証付きカードリーダーを用いてオンライン資格確認を実施した
患者のプロファイルと診療情報・薬剤情報・特定健診情報の閲覧同意の状況について明らかにすることを目的と
した．
　その結果，50～70代の患者がマイナンバーカードを用いたオンライン資格確認を最も利用した．また，顔認証
よりも暗証番号での認証が多かった．診療情報，薬剤情報は 97％以上，特定健診情報は 85％以上の閲覧同意を得
ていた．したがって，オンライン資格確認のメリットである，診療情報，薬剤情報，特定健診情報の閲覧に対し
て，患者の理解が得られていることが示された．

　索引用語：マイナンバーカード，オンライン資格確認，顔認証付きカードリーダー

1）  九州歯科大学口腔機能学講座クリニカルクラークシップ
開発学分野（指導：粟野秀慈教授）

2）  九州歯科大学附属病院診療情報管理室
3）  九州歯科大学口腔機能学講座歯周病学分野
4）  九州歯科大学生体機能学講座顎顔面外科学分野
5）  九州歯科大学健康増進学講座ラーニングデザイン教育推
進学分野

6）  九州歯科大学附属病院病院事務部
7）  九州歯科大学健康増進学講座顎口腔機能矯正学分野
　受付：令和 5年 10月 19日
　受理：令和 5年 11月 28日
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顔認証付きカードリーダーのカメラで患者の顔を撮影し
た画像データと，マイナンバーカードに格納した顔写真
データを比較して顔の特徴点等を分析し，同一人物であ
ることを照合し，本人確認を行っている4）．
　健康保険証または処方箋を持参した場合は，事務員等
がオンライン資格確認等システムに健康保険証の記号番
号等を入力して，健康保険資格の有効性を即時に判断で
きる4）．オンライン資格確認等システムで，医師・歯科
医師等の有資格者は，本人の同意があれば診療情報，薬
剤情報，特定健診情報を閲覧できる．これにより，患者
によりよい医療を受けられる環境を提供できる4）とされ
ている．診療情報，薬剤情報，特定健診情報の閲覧にか
かわる同意は，顔認証付きカードリーダーのディスプレ
イに表示され，患者本人の任意で選択できるようになっ
ている4）．
　九州歯科大学附属病院（以下，当院）では，2022年 2
月から顔認証付きカードリーダーを総合受付に設置し，
オンライン資格確認等システムの運用を開始した．
　全国で 2021年 10月のオンライン資格確認等システム
の本格運用からすでに 2年経過しているが，マイナン
バーカードを用いたオンライン資格確認にかかわる大学
病院での事例についての報告はまだない．そこで，当院
でマイナンバーカードを用いてオンライン資格確認を実
施した患者の性別や年齢などのプロファイルと，診療情
報，薬剤情報，特定健診情報の閲覧の同意状況について
明らかにすることを目的として本研究を行った．

対象および方法

1．対象期間
　オンライン資格確認等システム4）からダウンロードし
たデータが欠損していない期間であった，2022年 11月
1日～2023年 9月 30日を対象期間とした（図 1）．

2．対象者と除外基準
　対象期間中に九州歯科大学附属病院を受診し，マイナ
ンバーカードを用いて，顔認証付きカードリーダーでオ
ンライン資格確認を実施した延べ 1,178名（実患者数 544
名）について，オンライン資格確認等システムで未保険
証化と判定された 27名，資格無効と判定された 12名を
除外し，延べ 1,139名を対象者とした（図 1）．患者がマ
イナポータルで保険証利用の申込が未実施で，顔認証付
きカードリーダーにマイナンバーカードを初めてセット
した際に，マイナンバーカードと保険証情報が自動的に
紐づけされる．未保険証化とは，マイナンバーカードと
保険証情報の紐づけが自動的にできなかったことを示し
ている．

3．データ抽出方法
　オンライン資格確認等システム4）を用いて，資格確認
日，生年月日，性別，認証区分（顔認証・暗証番号），診
療情報・薬剤情報・特定健診情報についておのおのの閲
覧にかかわる同意の有無のデータを抽出した．
　本研究は，九州歯科大学研究倫理委員会（承認番号 22‒
48）の承認を受けている．

4．年齢および年齢層
　年齢は資格確認日時点の年齢，年齢層を 10歳刻みと
し，10歳未満（＜10），10代，20代，30代，40代，50
代，60代，70代，80代，90代に分類した．

5．データ解析および統計解析方法
　Qlik Sense® Enterprise, February 2022（Qlik Tech-
nologies，アメリカ）を用いてデータ解析を行った．
　GraphPad Prism 9.3.1（GraphPad Software，アメリ
カ）を用いて，性別間の平均年齢には，Mann‒Whitney
検定，その他はフィッシャーの正確検定を行った．

結　　果

　1,139名（実患者数 544名）を対象者として本研究を
行った．対象者の男性は延べ 507名（実患者数 236名），
女性は延べ 632名（実患者数 308名）で平均年齢はそれ
ぞれ 56.9±20.7歳，54.2±19.8歳で統計学的有意差を
認めた．
　性別の年齢層の割合を表 1に示す．男性は 70代，女性
は 60代にピークを認めた．男性も女性も 50～70代が多
かった．
　顔認証付きカードリーダーで，顔認証または暗証番号

図　1　対象期間と対象者の選択・除外
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のいずれかでオンライン資格確認を実施した，性別での
割合を表 2に示す．男女ともに 80％以上が暗証番号によ
る資格確認を行い，顔認証はいずれも 15％前後で性別に
ついて統計学的有意差を認めなかった．
　診療情報，薬剤情報，特定健診情報のそれぞれについ
て，閲覧にかかわる同意の状況を示したのが表3である．
診療情報および薬剤情報の閲覧に同意したのは，男性，
女性でそれぞれ 97.2％，98.1％となり，性別について統
計学的有意差を認めなかった．特定健診情報では男性，
女性でそれぞれ 86.6％，83.9％となり，同様に統計学的
有意差を認めなかった．
　診療情報・薬剤情報・特定健診情報の閲覧にかかわる
同意について，年齢層別の割合で示したのが表4である．
診療情報および薬剤情報はともに90代の85.7％を除き，
90％以上であった．特定健診情報について，30代以下で
は 20～30％台であったが，40代以上では 96％以上で
あった．全体で同意した割合は，診療情報および薬剤情
報は 97.7％，特定健診情報は 85.1％であった．
　特定健診情報について，40代未満と以上に分類したと
ころ，同意はそれぞれ 30.2％，99.1％で，統計学的有意
差を認めた（表 5）．

考　　察

　当院は男性よりも女性のほうが多く受診しており9），
表 1に示す傾向と一致した．
　政令指定都市のなかで高齢化率が最も高い 31.2％（令
和 4年度）の北九州市10）に当院は所在しており，高齢者
の受診が多いことを以前われわれは報告している11）．令
和 5年 9月末時点での 50～70代のマイナンバーカードの
取得率12）が 74.7～82.6％で，表 1では男性・女性ともに
50～70代の対象者が多いことが示され，その結果とおお

むね一致した．
　顔認証は，マイナンバーカードに登録されている白黒
の顔写真データと，顔認証付きカードリーダーのカメラ
で撮影した顔写真データを比較して，顔の特徴点を分析
して本人照合を行っていることから，本人であっても場
合によっては顔認証が失敗することがある．顔認証付き
カードリーダーのベンダーは，その原因を，マスクの
色・柄・形状・材質（肌色に近いマスクの色，光源を反
射するような光沢のある生地のマスク），前髪の長さや
眉毛の形状，眼鏡の有無があることを挙げている13）．医

表　1　対象者の性別と年齢層の割合

年齢層 男
（n＝507，％）

女
（n＝632，％）

＜10 3.6 2.4
10代 4.7 5.4
20代 6.1 8.5
30代 4.7 5.1
40代 6.9 8.4
50代 19.3 22.0
60代 21.1 24.4
70代 26.4 17.6
80代 6.1 6.0
90代 1.0 0.3

合計 100.0 100.0

表　2　認証区分別の割合

認証区分 男（％） 女（％） 延べ人数 p値
暗証番号 83.8 85.6 966 0.408顔認証 16.2 14.4 173

表　3　各種情報の閲覧にかかわる同意の割合

区分 男（％） 女（％） 延べ人数 p値
診療情報 97.2 98.1 1,113 0.425
薬剤情報 97.2 98.1 1,113 0.425

特定健診情報 86.6 83.9 969 0.210

表　4　 年齢層別の各種情報の閲覧にか
かわる同意の割合

年齢層 診療情報
（％）

薬剤情報
（％）

特定健診
情報（％）

＜10 90.9 90.9 30.3
10代 94.8 94.8 32.8
20代 97.6 97.6 22.4
30代 98.2 98.2 39.3
40代 97.7 97.7 96.6
50代 98.7 98.7 100.0
60代 98.9 98.9 99.2
70代 97.6 97.6 99.2
80代 97.1 97.1 98.6
90代 85.7 85.7 100.0

全体 97.7 97.7 85.1

表　5　 特定健診情報の閲覧にかかわる同意の 40代未
満・以上の割合

特定健診情報
閲覧

40代
未満（％）

40代
以上（％）

延べ
人数 p値

同意 30.2 99.1 969 ＜0.001不同意 69.8 0.9 170
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療機関の受診時は新型コロナウイルス感染症対策として
マスク着用が推奨されていたことから，顔認証をマスク
着用のままで行ったことが認識率の低さにつながったと
考えられる．顔認証が実施できない場合には，暗証番号
での認証を行うように顔認証付きカードリーダーのディ
スプレイに表示される14）ことから，表 2に示すように，
暗証番号の使用が多かったことが考えられる．
　当院において，患者はまず顔認証を行っているが，う
まく認識されないため暗証番号を使用していた．顔認証
付きカードリーダーを設置している総合受付には，受付
と患者との間に透明の飛沫防止プラスチック板を設置し
ており，飛沫防止プラスチック板により，顔認証付き
カードリーダーのカメラの認識率を低下させている可能
性があり，当院の顔認証付きカードリーダーの設置環境
が，暗証番号を利用する患者が多かった原因の一つであ
ると考えられる．
　診療情報，薬剤情報，特定健診情報はオンライン資格
確認等システムを経由して，患者の同意が得られれば医
療機関側で閲覧可能となり，医療安全の向上に寄与でき
ることが謳われており8），オンライン資格確認のメリッ
トの一つである．診療情報および薬剤情報は男女ともに
97％以上で閲覧同意が得られており，患者にとってメ
リットがあることが周知されていることが考えられる．
90代がほかの年齢層よりも割合が低かったのは，対象者
数 7名中，同意ありが 6名で，1名あたりの割合がほか
の年齢層よりも高くなったことが理由であると考える．
　特定健診情報の同意は 85.1％で診療情報，薬剤情報の
同意の 97.7％との差があったのは，40代未満で 30％以
下となっていたことが関係している（表 4）．
　特定健診は，生活習慣病予防のために40～74歳を対象
にメタボリックシンドロームに着目した健診15）として実
施されている．そのため特定健診情報は40～74歳で表示
され，75歳以上の場合は後期高齢者健診情報が代わりに
表示される4）．顔認証付きカードリーダーのディスプレ
イで，特定健診情報の閲覧同意について，表示の 1行目
に 40歳以上対象と明記し，さらに選択肢には「同意す
る，同意しない」「40歳未満の方」の 2つが用意されて
いる14）．顔認証機器の画面遷移では，診療情報，薬剤情
報，特定健診情報の順に閲覧同意について表示されるこ
とから，診療情報，薬剤情報にそれぞれ同意した流れで，
特定健診情報も 40歳未満であっても流れで「同意する」
の選択肢を押下したことが考えられる（表 5）．40代未満
が特定健診情報の閲覧に同意したとしても，閲覧する
データそのものが存在しないことから，同意・不同意の
違いに大きな意味はないと考える．しかし，これは個人
情報にかかわる内容であっても，画面表示をよく読まず
に同意が行われている事実を示していると考える．

　本研究の限界は，マイナンバーカードによるオンライ
ン資格確認を対象として扱ったことから，健康保険証を
用いたオンライン資格確認について言及していないこと
である．健康保険証を用いたオンライン資格確認につい
て，オンライン資格確認等システムからダウンロードし
たデータでは，生年月日や性別など本研究で使用したパ
ラメータが取得できなかったことから対象としなかっ
た．保険証を利用したオンライン資格確認の状況につい
ては今後改めて検討したい．また，国はマイナンバー
カードの保険証利用について積極的に支援を行っている
ことから，月別の利用件数の変化についても今後改めて
検討したい．
　当院の歯科外来電子カルテシステムは，オンライン資
格確認等システムから提供される，診療情報，薬剤情報，
特定健診情報の閲覧機能を有しておらず，患者が閲覧に
同意しても診療に活用できていないのが現状で，本研究
では閲覧による医療安全への効果を評価することはでき
なかった．当院の次期電子カルテシステムでは，診療情
報，薬剤情報，特定健診情報の閲覧機能を搭載する見込
みであることから，将来的に情報の閲覧による医療安全
への効果を評価したい．さらに2022年に設置された国の
医療 DX推進本部は，マイナンバーカードと健康保険証
の一体化を加速し，2024年秋に健康保険証を廃止するこ
と，電子処方箋を 2025年 3月までに普及させる16）ことを
示していることから，今後マイナンバーカードによるオ
ンライン資格確認を行う患者が大幅に増加することが予
期され，今回の結果と相違する可能性が考えられる．
　本研究の結果から，当院では50～70代の患者がマイナ
ンバーカードを用いたオンライン資格確認を積極的に利
用していた．オンライン資格確認には暗証番号での認証
が多かった．診療情報，薬剤情報は 97％以上の閲覧同意
を得ており，特定健診情報は 40代以上が 40代未満より
も有意に同意が得られたことが示された．

結　　論

　マイナンバーカードを用いたオンライン資格確認で，
暗証番号による資格確認が多かったことが示された．ま
た，オンライン資格確認の利点である，診療情報，薬剤
情報の閲覧について同意が多く得られたことが示された．
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セス日：2023年 10月 11日）

 5） 厚生労働省：第 140回社会保障審議会医療保険部会　オ
ンライン資格確認等システムの普及状況等について，
https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000737530.
pdf（最終アクセス日：2023年 10月 11日）

 6） 厚生労働省：第 142回社会保障審議会医療保険部会　オ
ンライン資格確認等システムについて，https://www.
mhlw.go.jp/content/12401000/000759485.pdf（最終アク
セス日：2023年 10月 11日）

 7） 厚生労働省：第 145回社会保障審議会医療保険部会　オ
ンライン資格確認等システムについて，https://www.
mhlw.go.jp/content/12401000/000850157.pdf（最終アク
セス日：2023年 10月 11日）

 8） 厚生労働省保険局：オンライン資格確認原則義務化の経
過措置について，https://www.mhlw.go.jp/content/ 
10200000/001062516.pdf（最終アクセス日：2023年 10月
11日）

 9） 守下昌輝，村岡宏祐，中村太志，吉居慎二，高橋　理，

貴舩亮太，林　政成，冨永和宏，粟野秀慈：九州歯科大
学附属病院におけるコロナ禍の電話等による再診の実施
状況，日歯医療管理誌，57：126‒135，2022．

 10） 北九州市：北九州市の現状　高齢化の進展，https://
www.city.kitakyushu.lg.jp/files/001046944.pdf（最終ア
クセス日：2023年 10月 11日）

 11） 守下昌輝，大渡凡人，村岡宏祐，林　政成，月足俊博，
冨永和宏，粟野秀慈：九州歯科大学附属病院診断科にお
ける一日あたりの新患患者数と気象関連因子を含む多因
子との関連に関する5年間10,870名を対象とした統計学
的検討，日歯医療管理誌，54：177‒183，2019．

 12） 総務省：マイナンバーカード交付状況について　令和 5
年 9月末時点，https ://www.soumu.go. jp/main_ 
content/000905241.pdf（最終アクセス日：2023年 10月
11日）

 13） ALMEX：FAQ顔認証されない，https://faq.almex.jp/
faq/show/50449?site_domain=faq（最終アクセス日：
2023年 10月 11日）

 14） 厚生労働省：オンライン資格確認等システム　顔認証機
器画面遷移，https://www.mhlw.go.jp/content/10200 
000/000623507.pdf（最終アクセス日：2023年 10月 11日）

 15） 厚生労働省：特定健診・特定保健指導について，
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/ 
0000161103.html（最終アクセス日：2023年 10月 11日）

 16） 医療 DX推進本部：第 3回医療 DX推進本部幹事会，
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/iryou_dx_suishin/
pdf/dai3_kanjikai.pdf（最終アクセス日：2023年 10月 11
日）

　著者への連絡先：守下昌輝　〒 803‒8580　福岡県北九州市
小倉北区真鶴 2‒6‒1　九州歯科大学口腔機能学講座クリニカ
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Status of Online Eligibility Verification Using Individual Number Cards  
at Kyushu Dental University Hospital

MORISHITA Masaki1,2）, MURAOKA Kosuke1）, NAKAMURA Taiji3）,  
FUKUDA Hikaru4）, TAKAHASHI Osamu4）, YOSHII Shinji5）,  

HAYASHI Masanari6）, KAWAMOTO Tatsuo7） and AWANO Shuji1）

1）Division of Clinical Education Development and Research, Department of Oral Function,  
Kyushu Dental University

2）Health Information Management Office, Kyushu Dental University Hospital
3）Division of Periodontology, Department of Oral Function, Kyushu Dental University

4）Division of Maxillofacial Surgery, Department of Physical Function, Kyushu Dental University
5）Division of Promoting Learning Design Education, Department of Physical Function,  

Kyushu Dental University
6）Administration Department, Kyushu Dental University Hospital

7）Division of Orofacial Functions and Orthodontics, Department of Health Promotion,  
Kyushu Dental University

　Abstract：The Japanese government aims to consolidate various patient documents into the Individual 
Number Card to enhance digital transformation in the medical and dental fields. Since October 2021, this card, 
featuring health insurance verification, offers instantaneous confirmation of insurance eligibility and identity at 
medical and dental institutions. Patients can use the card with facial recognition-enabled card readers, choos-
ing to identify via face or PIN and whether to voluntarily allow healthcare professionals to access their medi-
cal, drug, and health checkup details.
　This study assessed patients’ profiles and consent levels at a dental university hospital using online verifica-
tion through this system. The findings revealed that patients in their 50s to 70s were the primary users of this 
service. PIN authentication was favored over facial recognition. Over 97％ permitted access to their medical 
and drug records, with 85％ granting access to health checkup data. Thus, patients recognize the benefits of 
online verification, including healthcare professionals’ efficient access to vital health data.

Key words：Individual Number Card, Online eligibility verification, Facial recognition-enabled card readers
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　2016年に東京医科歯科大学主管で，本学会総会・学術
大会を開催する際に，現・学会顧問の髙津茂樹先生より
いただいた本です．実行委員長の立場で学術大会の企画
に迷いを持っていたとき，「企画とは，実現した際に，世
の中を動かし，それに参加した人の心を動かすこと」を
学んだ本です．その後，学生指導，研究，学会などの場
において，数多くの企画立案機会をいただいています
が，その都度，「企画者は 3度たくらむ」の題名を思い出
し今日にいたっています．
　会員の皆様におかれては，歯科医院マネジメント，ス
タッフ育成などの企画立案，運営にあたることがあると
思います．本文中に記されている，①課題をたくらむ，
②企画をたくらむ，③チームをたくらむ，このサイクル
を頭のなかに入れることで，これまで以上に，深く“た

くらんだ”「企画」とすることができ，何か迷い，困難に
感じていたことを前に進むきっかけとなると思います．
いつもの仕事を一段大きな視点で見て，それを面白くす
るためにも，会員の皆様にはご一読いただきたい書籍で
す． （鶴田　潤　記）

企画者は 3度たくらむ
梅田悟司　著

日本経済新聞出版　発行
B6判　255頁　定価 1,540円

　“まるで眩しい都会の照明から逃れたようだった．ふ
と気づけば頭上は満天の星だったのだ．”
　この本のなかの事例で，学生が指導教官に自分の研究
テーマを説明し，まだわかっていないことがたくさんあ
るからテーマとして選んだと説明する場面がある．しか
し，話し合っているうちに，実はもっと身近で日常的な
ところに選択の根源的な問いがあり，その問いに答える
ために探求すべきことは星の数ほどあることが，教員，
学生の両者に自覚されてくる．そのときの表現が冒頭の
文章である．「まだわかっていないから研究した」という
のは論文の緒言によく使われる常套句である．しかし，
まだわかっていないからという理由で始まる研究は多く
の場合路頭に迷うと筆者は言う．答えを知りたい問い
は，個々人のなかに潜んでいる．日本歯科医療管理学会
は開業歯科医師が多く所属している学会である．研究や

論文に関しては苦手意識をお持ちの方もいるだろう．精
密な分析機機器を扱ったり難解な統計解析を行ったりす
ることはただの手段であり研究の本質ではない．答えを
見つけたい問いは実は多くの歯科医師の中に日常診療を
通して蓄積されているに違いない．本書を読んでその問
いが見つかったら，ぜひそれについての研究へ歩みを進
めていただきたいと思う． （岸　光男　記）

リサーチのはじめかた
―「きみの問い」を見つけ、育て、伝える方法―
トーマス・S・マラニー，クリストファー・レア　著

安原和見　訳
筑摩書房　発行

B6判　336頁　定価 2,200円
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一般社団法人日本歯科医療管理学会雑誌投稿規則

　1．一般社団法人日本歯科医療管理学会雑誌に掲載する総
説，論壇，原著，短報，視点，臨床の投稿については，
下記のように規定する．

　 1 ）総説
　　　 歯科医療管理に関する研究や調査についての総括およ

び解説を内容とする．
　 2 ）論壇
　　　 意見を述べ，論議を戦わせるための一石を投じるよう

な内容とする．
　 3 ）原著
　　　 歯科医療管理に関する独創的な研究および科学的で客

観的に結論が得られ，歯科保健医療に寄与するもの．
　 4 ）短報
　　　 独創的な研究および科学的な観察を簡潔にまとめたも

の．
　 5 ）視点
　　　 事例，臨床手法の改良・提言，実践的な活動，調査報

告および新しい動向などを整理した内容のもの．
　　　 ただし，原則として総説の投稿は編集委員会から依頼

することとする．希望する論文の分類を記入するこ
と．

　 6 ）臨床
　　　 歯科医療管理学的な観点による，症例報告，臨床統計，

臨床技術の創意工夫，調査研究などの投稿を「臨床」
論文とする．必要な病態写真を添え，症例報告に限っ
ては結語を省略することを可とする．

　2．投稿は，本会の会員で会費納入者に限るものであって，
共著者が本会会員でない場合は，その氏名は本会雑誌に
は発表できない．また論文は，本誌の目的に適し，他に
未発表のものに限る（二重投稿の厳禁）．

　3．投稿原稿については複数の査読者の意見をもとに編集委
員会で検討し，その採否を決定する．また，体裁の統一
は編集委員会に一任される．

　4．原著の同一著者による投稿は 1号に 1編とする．原著と
依頼稿など種別の違う場合は，この限りでない．

　5．論文の掲載頁（1頁は 800字詰の原稿で約 3枚に相当す
る），掲載料は下記のとおりとする．

　　 超過頁分については著者負担（頁数×9,200円）とする．
総説以外の図・写真の図版製作費（本雑誌に適した図の
トレース代を含む），カラー印刷費，および英文添削代は
全頁を通じて著者負担とする．

　6．投稿原稿には必ず最新の論文投稿票・承諾書を添付する．
　7．別刷の実費は著者負担．費用は表紙 5,000円，一部 100
円で 50部以上とする．希望部数を投稿票に記入するこ
と．

　8．著者校正は原則として，初校にて 1回とする．その際組
版面積に影響するような，加筆，変更，追加，削除は固
くお断りする．校正の送付先を投稿票に明記し，期日厳
守のこと．

　9．投稿原稿にはコピーを 2部添付し，本会に 3部提出する．
なお掲載された原稿は返却しない．

10．原著論文は，緒言，材料および方法，結果，考察，結論，
文献，和文概要，英文抄録（Abstract 200語以内，英文
抄録の日本語対訳を付けること），および著者への連絡
先を書く．なお，題名，著者名，共著者名，所属機関名，
指導者または主任の氏名と職名，3～5語程度のキー・
ワードを和文と英文で入れる．

11．総説，論壇，短報および視点には題名，著者名，共著者
名，所属機関名，指導者または主任の氏名と職名を和文
と英文で入れる．和文概要と英文抄録は不要．キー・
ワードは和文のみ入れる．

12．原稿は，口語体，新かなづかい，横書きとし，A4判用紙
でワープロソフトを使用のこと．その際，25字×32行

（10.5ポイント）を 1枚とする．また，ページごとに行
番号を記載する．外国語は原綴りとし，ダブルスペース
で活字体，タイプライター，ワープロソフトを使用のこ
と．

13．文献は引用順に本文中に番号をつけ（例えば村瀬30）のよ
うに），次の順に記載する．

（例）＜雑誌の場合＞
　 1 ） 大塚博壽，増田勝美，大西陽一郎：歯科医療管理学の

範疇を求めて―特に過去 10年間・1,569編の文献の示
す意義について―，日歯医療管理誌，24：79～83，1990．

　 2 ） Garner, L.　D.：Tongue posture in normal occlusions, J. 
Dent. Res., 41：771～778, 1962.

　　＜単行本の場合＞
　 3 ） 総山孝雄：歯科医療管理学入門，第 1版，p.　95～120，

医歯薬出版，東京，1993．
　 4 ） Thoma, K.　H.：Oral Pathology, 3rd ed., p.　123～140, 

Mosby, St. Louis, 1950.
　　＜分担執筆による単行本の場合＞
　 5 ） 川口陽子：集団への口腔ヘルスケアとコミュニケー

ション，石川達也，高江洲義矩，中村譲治，深井穫博，
編：かかりつけ歯科医のための新しいコミュニケー
ション技法，第 1版，p.　224～240，医歯薬出版，東京，
2000．

　 6 ） Torneck, C.　D.：Dentin‒pulp complex, Ten Cate, A.　R., 
ed.：Oral histology, 5th ed., p.　150～196, Mosby, St. 
Louis, 1998.

掲載頁，掲載料＊

総　説 　8頁以内（図，表 6個以内）
＊学会負担（別刷 30部贈呈）

論　壇 　8頁以内　＊2頁まで学会負担
原　著 16頁以内　＊2頁まで学会負担
短　報 　3頁以内　＊2頁まで学会負担
視　点 　8頁以内　＊2頁まで学会負担
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　　＜翻訳書の場合＞
　 7 ） Martin, D.　W., Mayers, P.　A. and Rodwell, V.　W.（上代

淑人，監訳）：ハーパー・生化学，第 24版，p.　402～
405，丸善，東京，1997．

　　＜オンラインジャーナルの場合＞
　　　 号や頁が与えられていないものは，DOI（Digital Ob- 

ject Identifier）が付与されている場合は明記するこ
と．

　 8 ） O’Mahony, S., Rose, S.　L., Chilvers, A.　J., Ballinger, J.　
R., Solanki, C.　K., Barber, R.　W., Mortimer, P.　S., 
Purushotham, A.　D., Peters, A.　M.：Finding an opti-
mal method for imaging lymphatic vessels of the 
upper limb, Eur. J. Nucl. Med. Mol. Imaging, 2004. 
doi：10.1007/s00259-003-1399-3

14．数字はアラビア数字で，単位記号は国際単位系（SI）を
用いる．（例）m，cm，mm，μm，cm3，l，ml，kg，g，
mg，℃など．

15．図，表，および説明は日本語を使用する．挿入箇所を本文
右側欄外に朱書する．トレース希望の場合は鉛筆書きで
よい（ただし明瞭に）．不鮮明な図は編集委員会でトレー
スにまわす（有料）．

16．投稿原稿に加え，これと同一内容を記録した電子記録媒
体を添付すること．この場合は，印字された原稿をオリ
ジナル原稿として取り扱い，電子記録媒体は印刷所にお
ける組版の補助として使用する．

17．投稿規則に合致しない原稿は，返却のうえご訂正願うこ
とがある．編集委員会からの依頼原稿は別規定による．

18．本規則以外の事項と規定の変更は編集委員会で決定す
る．

19．本誌掲載の著作物の著作権は本学会に帰属するものとす
る．

20．疫学研究，臨床研究および動物実験に関しては，倫理審
査委員会等による審査を受け，投稿原稿の「材料と方法」
の項にその旨を記載する．承認した倫理審査委員会の名
称および承認番号を記載する．

21．利益相反に関する言及が必要な場合は，謝辞に記載する．
22．原稿の送付先は下記のとおりとする．投稿論文在中と朱
書すること．

　　〒 170‒0003　東京都豊島区駒込 1‒43‒9
　　一般財団法人口腔保健協会内
　　一般社団法人日本歯科医療管理学会編集委員会
　　Tel：03‒3947‒8894　Fax：03‒3947‒8073
附則
　1．本規則は理事会の決議を経なければ改正または廃止する
ことはできない．

　2．本規則は第 45巻第 1号から適用する．
　3．本規則は平成 30年 5月 1日一般社団法人日本歯科医療

管理学会設立に伴い，「日本歯科医療管理学会」を「一般
社団法人日本歯科医療管理学会」と読み替えるものとす
る．

　4．本規則は，令和元年 5月 27日一部改正する．
　5．本規則は，令和 2年 6月 11日一部改正する．
　6．本規則は，令和 3年 7月 16日一部改正する．

電子記録媒体（CD‒R，USBメモリ等）の添付について

　1．テキストファイルへの変換について
　原稿は，マッキントッシュあるいはWindowsのWord
ファイルで保存して下さい．
　2．入力の際のお願い
　原稿は表紙，和文概要，索引用語，本文，文献，著者への
連絡先，英文抄録，Key words，日本語対訳，付図説明の順に
保存して下さい．なお，入力にあたり数字，欧文はすべて半
角で入力して下さい．また，欧文における単語間は半角にし

て下さい．改行マークは段落の最後にのみ入力して下さい．
　3．ラベルの貼付
　投稿者の氏名，所属，論文タイトルを明記したラベルを貼
付願います．
　4．バックアップ
　郵送時の不測の事故で，内容を消失する事態がないとは言
い切れませんので，投稿前に必ずバックアップをお願い申し
上げます．

　一般社団法人日本歯科医療管理学会では，複写複製に係る著作権を学術著作権協会に委託しています．当該利用を
ご希望の方は，学術著作権協会（https://www.jaacc.org/）が提供している複製利用許諾システムを通じて申請くだ
さい．
　
Japanese Society of Dental Practice Administration authorized Japan Academic Association For Copyright Clearance

（JAC）to license our reproduction rights of copyrighted works. If you wish to obtain permissions of these rights in the 
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▶石川県能登地方を震源とし同県志賀町で震度 7を観測
した能登半島地震が 2024年 1月 1日に発生しました．放
送や広報による津波への警戒や避難者への対応など初動
の良さが挙げられましたが，それでも多くの方が被害に
遭われ，今も避難生活を送っています．心よりお見舞い
申し上げます．また 1月 2日には，羽田空港で民間機と
海上保安庁の飛行機が衝突，炎上の大事故がありまし
た．不幸にも海保の方が亡くなりましたが，JALの乗客
367人，乗員 18名全員が無事に燃え盛る飛行機の煙で充
満したキャビンから搭乗員の指示に従い脱出しました．
だれも荷物を持たず，乗客からは“完璧な誘導でした”
とのことでした．どんなに準備しても，避けられない，
また思いもよらない事故や天災は発生します．あらゆる
想定を行い，発生後には被害を最小にする構え，訓練の
大切さが示されました．

▶近年，特に医療分野では，安心，安全で適切な医療行
為が強く求められています．私達が日々行ってきた医療
に係わるすべてを多角的に見直すことが必要と思われま
す．歯科医療管理とはまさに，歯科医療に係わる避けら
れないこと，思いもつかないこと，発生するかもしれな
いこと，あるいは頻繁に起きている事故や不都合，起き
てしまったことに対しての適切な対応などを探求するこ
とで，安心・安全の医療を患者さんだけでなく，医療者
にも提供する分野と確認をしました．
▶第 58巻第 4号をお届けします．「歯科大学病院におけ
るマイナンバーカードを用いたオンライン資格確認の状
況」（視点）が掲載されます．健康保険証とマイナンバー
カードを一体化し健康保険証を廃止し電子処方を普及さ
せるというパラダイムシフトについてのものです．
 （藤原　周　記）

記後集編

　日本歯科医療管理学会雑誌発行日程表
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埋入時や二次手術時などに測定することによって、
インプラントの初期固定、オッセオインテグレー
ションの度合、インプラントの予後の評価を数値で
知ることができます。ヒーリングアバットメントや
補綴物などを外すことなくすぐに測定できます。

感覚を見える化する、インプラント安定性測定器

トレフィンバーを用いた除去方法とは異なり、インプラント体の
スレッドを利用し、逆回転にトルクを与えるというシンプルな操作で
摘出できます。オッセオインテグレーションを破壊することで、
インプラント体周囲の健康な骨を保存することが可能です。

インプラント体を低侵襲で除去するためのキット
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�一般社団法人日本歯科医療管理学会とは　…
　近年の歯科医療を取り巻く環境は，より高度な専門性が求められると同時に社会の動向に合わせた国民目線が求
められる時代になってまいりました．歯科医療管理学は実際に診療を行うにあたって，いかにして学問を臨床に応
用するかを考究することを目的とし，時代の要求から，従来の診療室のみにとどまらず社会のなかでの歯科のあり
方を考察する社会歯科学の一翼を担う学問といえます．
　日本歯科医療管理学会は，日本歯科医学会 23専門分科会のなかで，歯科医療管理学としての学問を具現化し，国
民が求めている安全・安心・信頼の歯科医療を研究・研修する学会です．近年の我が国は，超高齢社会の進行，う
蝕減少等による疾病構造の変化，ICTの利活用による医療・保健・福祉分野の情報促進，国民の医療への意識の変
化等，歯科界を取り巻く環境は大きく変化してまいりました．
　超高齢社会が進行する今日，国民のニーズに応えるためには，地域住民を主体とした各関係機関との連携強化，
医科医療機関，行政各関連機関及び地域包括支援センター等との連携を含めた地域包括ケアシステム（地域完結型
医療）の構築等，新たな歯科医療の提供体制が必要となってきています．このような社会情勢のなか，日本歯科医
療管理学会は「医療安全」と「地域連携」を活動方針の二本柱として学会運営を行っています．
　「地域包括ケアシステム」を推進するにあたり，「新しいかかりつけ歯科医のあり方」という視点で，妊婦から乳
幼児，小児，成人，高齢者，障害者，在宅から終末期まで，医科の基礎疾患をお持ちの方や診療所に来院できない
人も含めた地域住民のライフステージのなかで，地域住民が健康に過ごすために，いかにしてかかりつけ歯科医と
して地域の人々と向き合っていけるか，日本歯科医療管理学会は，かかりつけ歯科医がどのように地域包括ケアシ
ステムと親密に関わりを持つかを探究する学会でもあります．
　日本歯科医療管理学会は，「医療安全」と「地域連携」を柱に「かかりつけ歯科医機能」を充実させるための研修
会を行い，地域包括ケアシステムを推進してまいります．

�設　立　は　…
　1958（昭和 33）年に学会設立に向けての世話人会が発足し，1960（昭和 35）年に設立総会が開催され，1974（昭
和 49）年から日本歯科医学会専門分科会の 1分科会として活動しています．なお 2018（平成 30）年 5月 1日より法
人格を有する一般社団法人日本歯科医療管理学会に移行しました．

�地域関連団体は　…
　北海道，東北，関東甲信越，東海，近畿北陸，中国，四国，九州の 8団体で活動しています．令和元年 5月 1日
現在，合計で約 1,200名の会員が各地域関連団体に所属しています．このうち，開業歯科医がほぼ 7割をしめてい
ることから，8団体での都道府県歯科医師会の医療管理関連部門と連携を図り，歯科医療の質向上を目指していま
す．

�本学会の活動は　…
①　総会・学術大会
　 　毎年，原則として 6月末～7月初旬の土日に，2日間にわたり開催しています（令和 6年度は札幌の予定）．歯
科医師に加えて歯科衛生士，歯科技工士等のコ・デンタルスタッフを対象に，特別講演，シンポジウム，生涯研
修セミナーなどで時代の情勢を学び，さらに一般口演，ポスター発表などで，会員の日常の臨床や研究成果を発
表する機会を提供しています．また，歯科医師会団体会員の発表の場にもなっています．

②　地域関連団体総会・学術大会
　 　都道府県歯科医師会と連携をとりながら，各地方会で特別講演，シンポジウムをはじめ，会員の一般口演等を
実施しています．

③　日本歯科医療管理学会雑誌（年 4回発行）
　 　総説，原著論文，学術大会の抄録，地域関連団体学術大会の報告のほか，日常臨床のヒントを紹介する視点な
どの情報を提供しています．

日本歯科医学会専門分科会
一般社団法人日本歯科医療管理学会入会のご案内

学際的分野での活動に参加しませんか



④　共催フォーラム
　 　他学会や団体と共催で，フォーラムを開催します．平成 24年度は日本医用歯科機器学会と共催で平成 25年 3
月 9日（土）に，東京医科歯科大学において「安全・安心な歯科医療提供を考えた医療機器の取り扱いとメンテ
ナンス」をテーマとしたフォーラムを開催しました．平成 25年度は，平成 26年 3月 15日（土）に日本歯科医学
教育学会とのシンポジウム「歯科医療における専門医制度を考える」を開催しました．

⑤　学会ホームページからの情報発信
　 　本学会ではホームページで，総会・学術大会，地域関連団体総会・学術大会の開催スケジュールをはじめ，広
く歯科保健医療の質向上にかかわる情報を提供しています．

�日本歯科医療管理学会認定医制度　…
　認定医制度が平成 24年 4月から発足しました．認定医を申請するためには，次の資格要件が必要です．
・日本国の歯科医師免許を有すること
・歯科医師免許登録後，5年以上継続して本学会会員であること
・別に定める研修実績を有すること
　（認定医取得のメリット）

①　 歯科医療管理学をある程度修得した証になります．
②　 現在国民が求めている安全・安心・信頼の歯科医療を提供している歯科医師であるということを本学会が認定す
る認定医制度なので，患者に対していわゆる患者のニーズに対応した歯科医師がいる医療機関であることをア
ピールできます．

③　 学会活動（発表等）に参加する目標や励みになります（認定医取得の単位が認定されます）．関連事項として，
「学会賞」が創設され，学会誌に掲載された論文を審査し，優秀者を表彰します．

④　 認定医は，本学会の HPに掲載します．また，「全国名医」等の各雑誌社からの問い合わせに本学会の認定医を
紹介します（ただし，個人情報になるので登録するときにオープンに対する賛否を聞いて対応します）．

�日本歯科医療管理学会認定士制度　…
　認定士制度は平成 30年 5月より発足しました．認定士を申請するためには，次の資格要件が必要です．
・歯科医療連携に関する国家資格免許を有する者
・ 認定士の申請時において，3年以上継続して本学会会員であること（令和 3年までは暫定期間を設定してありま
すので学会歴が 3年以上なくても申請できます）
・ 別に定める研修実績を有すること
　（認定士取得のメリット）

①　 国民から望まれている歯科医療に必要な医療安全や多職種間における医療連携などの歯科医療管理の基本的な
知識を習得したことの証となります．

②　 本学会が認定することにより安全・安心・信頼の歯科医療を提供している認定士がいる医療機関であることをア
ピールできます．

③　 学会活動（発表等）に参加する目標や励みになります（認定士取得の単位が認定されます）．また，本学会認定
医と共同の学会活動がスムーズになります．

�入会のお申込みは　…
①　会員の種別には，
　　個人会員　（入会金　3,000円，年会費（歯科医師）12,000円／年会費（歯科医師以外）10,000円）と
　　団体会員　（ 入会金　6,000円，年会費　24,000円：3名分までを登録でき，そのうち 1名を代表者とし，当該団体

の変更届により適時変更できます）があります．
②　入会申込書，年会費自動引落の依頼文書は，以下の学会事務局へご請求ください．

一般社団法人　日本歯科医療管理学会
〒 170‒0003　東京都豊島区駒込 1‒43‒9　一般財団法人　口 腔 保 健 協 会 内
TEL（03）3947‒8891（代）　FAX（03）3947‒8341
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日本歯科医療管理学会雑誌 論文投稿票

�．論文の分類（マークして下さい)

□総説 □論壇 □原著 □短報 □視点 □臨床

�．論文タイトル

�．著者名（会員番号），共著者名（会員番号）

�．所属機関，指導者または主任の氏名と職名

�．原稿の構成

・本文（表紙，英文抄録，本文，文献を含む） 枚

・付図 枚 付表 枚 付図説明 枚 CD等 有・無

�．別刷希望部数 部（50 部以上)

�．連絡先（投稿・校正責任者)

（氏名)

（住所）〒

電話 Fax E-mail

�．備考，連絡事項

（裏面にチェックリストがあります)

承 諾 書

日本歯科医療管理学会 殿

年 月 日

下記に署名・捺印した著者は下記の表題の投稿原稿が「日本歯科医療管理学会雑誌」に掲載された

際には，同誌の投稿規程により，著作権を貴学会に帰属することを承諾致します．

・論文タイトル

・著者（全員） 印 印

印 印

印 印

印 印



貴稿が日本歯科医療管理学会雑誌の投稿規則に沿ったものであるかを必ず確認し，下記

事項について，著者がチェック欄にチェック（✓印）してください．

著者
チェック

編集委員会
チェック

□ 本誌最新号に綴じ込みの投稿票・承諾書をお使いですか □□

□ 著者はすべて本学会会員ですか □□

□ 承諾書には著者全員が署名，捺印してありますか □□

□ 原稿は A4判 800字（25字×32 行）詰，10.5 ポイントで，口語体，新か

なづかい，横書きですか．またページごとに行番号を記載してあります

か

□□

□ 原著論文は，緒言，材料および方法，結果，考察，結論，文献，和文概要，

英文抄録（Abstract 200語以内，英文抄録の日本語対訳付），および著者

への連絡先の順に記載されていますか

□□

□ 原著論文は題名，著者名，共著者名，所属機関名，指導者または主任の氏

名と職名，3〜5語程度のキー・ワードを和文と英文で記入してあります

か

□□

□ 総説，論壇，短報，視点および臨床には題名，著者名，共著者名，所属

機関名，指導者または主任の氏名と職名を和文と英文で入れてあります

か．また和文のキー・ワードを入れてありますか

□□

□ 文献は所定の書き方で，引用順となっていますか □□

□ 図，表は本文末にまとめ，挿入箇所を本文右側欄外に朱書してあります

か

□□

□ カラー写真にはカラー，モノクロ印刷の指定がされていますか □□

□ 原稿には通しページ番号が記載されていますか □□

□ 原稿はオリジナル 1部，コピー 2部の計 3部が用意してありますか □□

□ 個人を特定できないような配慮をしましたか □□

□ 投稿に際しての研究倫理に関する事項を確認しましたか □□

□ 利益相反に関する言及が必要な場合は謝辞に記載しましたか □□
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